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１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

今週
こんしゅう

は、赦
ゆる

しと、赦
ゆる

しが人間
にんげん

の不安
ふあん

な心
こころ

に何
なに

を与
あた

えるかを学
まな

びます。 

今週
こんしゅう

は、先週
せんしゅう

の第6課
だいろっか

に引
ひ

き続
つづ

いて、「ヨセフ物語
ものがたり

」から学
まな

ぶことになっています。聖書
せいしょ

を読
よ

みたいと希望
きぼう

なさる方
かた

から、「聖書
せいしょ

はどこから読
よ

んだらいいですか？」という質問
しつもん

を受
う

けることがあります。その時
とき

に、お勧
すす

めし

ている聖書
せいしょ

の箇所
かしょ

の一
ひと

つが、「ヨセフ物語
ものがたり

」です。 

ヨセフ物語
ものがたり

が私
わたし

たちに告
つ

げているテーマは「赦
ゆる

し」と「救
すく

い」です。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：過去
か こ

と向
む

き合
あ

う 

ヨセフ物語
ものがたり

は、ヨセフのお兄
にい

さんたちが穀物
こくもつ

を買
か

いにエジプトに来
く

るところからストーリーが変
か

わっていきます。

エジプトに来
き

たお兄
にい

さんたちを見
み

たヨセフは、すぐにお兄
にい

さんたちだとわかりました。しかし、ヨセフは兄
にい

さんたち

を「回
まわ

し者
もの

」と呼
よ

び、お兄
にい

さんたちを試
ため

します。 

弟
おとうと

のベニヤミンがいないことに気
き

づいたヨセフは、ベニヤミンのことを聞
き

き出
だ

そうとします。このことから、兄
あに

ヨセフが 弟
おとうと

ベニヤミンのことをどれほど思
おも

っていたかが伝
つた

わってきます。 

またヨセフは、お兄
にい

さんたちを前
まえ

にして、その昔
むかし

、自分
じぶん

が見
み

た夢
ゆめ

（お兄
にい

さんたちの束
たば

が自分
じぶん

の束
たば

にひれ伏
ふ

したこ

と、太陽
たいよう

と月
つき

と 1 1
じゅういち

の星
ほし

が自分
じぶん

にひれ伏
ふ

したこと）が今
いま

、現実
げんじつ

のものとなったことに気
き

づきました。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：お膳
ぜん

立
だ

て 

総理大臣
そうりだいじん

から、「お前
まえ

たちのうち、誰
だれ

か一人
ひとり

を行
い

かせて、 弟
おとうと

を連
つ

れて来
こ

い。それまでは、お前
まえ

たちを監禁
かんきん

し、

お前
まえ

たちの言
い

うことが本当
ほんとう

かどうか試
ため

す。」と命
めい

じられたお兄
にい

さんたちは、兄弟
きょうだい

全員
ぜんいん

で苦
くる

しみを共
とも

にすることを

選
えら

びました。彼
かれ

らは、3日間
みっかかん

牢獄
ろうごく

で監禁
かんきん

されました。 

ベニヤミンと再会
さいかい

したヨセフは、どんなに嬉
うれ

しかったことでしょうか。ヨセフが兄弟
きょうだい

たちと食事
しょくじ

をした時
とき

、ベ

ニヤミンの食事
しょくじ

は他
ほか

の兄弟
きょうだい

よりも5倍
ごばい

の量
りょう

でした。ヨセフは、ベニヤミンをひいきした時
とき

に、お兄
にい

さんたちが

嫉妬心
しっとしん

を抱
いだ

くかどうかを試
ため

しました。 

 

 



４
よん

．火曜日
かようび

：赦
ゆる

し、そして忘
わす

れること 

マタイ 1 8
じゅうはち

： 2 1
にじゅういち

～ 3 5
さんじゅうご

の「仲間
なかま

を赦
ゆる

さない家来
けらい

」のたとえは、弟子
で し

のペトロがイエス・キリストに、「主
しゅ

よ、兄弟
きょうだい

がわたしに対
たい

して罪
つみ

を犯
おか

したなら、何回
なんかい

赦
ゆる

すべきでしょうか。七回
ななかい

までですか。」と質問
しつもん

したところが

始
はじ

まっています。ペトロの質問
しつもん

に対
たい

して、イエス・キリストは「七回
ななかい

どころか、七
なな

の七十倍
ななじゅうばい

までも赦
ゆる

しなさい。」

とおっしゃいました。 

このたとえの中
なか

に出
で

て来
く

る莫大
ばくだい

な借金
しゃっきん

をしている家来
けらい

は、王
おう

の憐
あわ

れみによって赦
ゆる

され、借金
しゃっきん

を帳消
ちょうけ

しにして

もらいました。しかし、赦
ゆる

してもらった家来
けらい

は、自分
じぶん

に借金
しゃっきん

をしている仲間
なかま

のわずかばかりの借金
しゃっきん

を赦
ゆる

さず、

借金
しゃっきん

を返
かえ

すまで牢
ろう

に入
い

れたのです。 

「あわれに思
おも

ってしもべの負債
ふさい

をゆるした王
おう

は、キリストを表
あら

わしている。」とホワイト夫人
ふじん

は『キリストの

実物教訓
じつぶつきょうくん

』p.220（にひゃくにじゅっぺーじ）に書
か

いておられます。 

私
わたし

たちがいつも心
こころ

にとめておくべきことは、私
わたし

たちは皆
みな

、イエス・キリストによって罪
つみ

を赦
ゆる

していただいた

存在
そんざい

であるということです。自分
じぶん

が罪
つみ

を赦
ゆる

された者
もの

であることを感謝
かんしゃ

し、喜
よろこ

びを経験
けいけん

する時
とき

に、私
わたし

たちは他
ほか

の

人
ひと

もイエス・キリストによって罪
つみ

を赦
ゆる

された人
ひと

であるという思
おも

いに導
みちび

かれ、他
ほか

の人
ひと

の罪
つみ

を赦
ゆる

せるようにしていた

だけるのです。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：赦
ゆる

すためにすべきこと 

「父
ちち

よ、彼
かれ

らをお赦
ゆる

しください。自分
じぶん

が何
なに

をしているのか知
し

らないのです。」（ルカ 2 3
にじゅうさん

： 3 4
さんじゅうよん

）イエス・

キリストが祈
いの

られたこの祈
いの

りは、究 極 的
きゅうきょくてき

な祈
いの

りです。 

ホワイト夫人
ふじん

は、『各時代
かくじだい

の希望
きぼう

』下巻
げかん

、p.262（にひゃくろくじゅうにぺーじ）に次
つぎ

のように書
か

いておられます。

「イエスは、『父
ちち

よ、彼
かれ

らをおゆるしください。彼
かれ

らは何
なに

をしているのか、わからずにいるのです』と、敵
てき

のために

祈
いの

られた（ルカ 2 3
にじゅうさん

： 3 4
さんじゅうよん

）。・・・キリストは、彼
かれ

らの無知
む ち

と罪
つみ

をあわれまれた。イエスは、『彼
かれ

らは何
なに

を

しているのか、わからずにいるのです』と、彼
かれ

らのゆるしを嘆願
たんがん

されただけであった（ルカ 2 3
にじゅうさん

： 3 4
さんじゅうよん

）。」 

ここで、私
わたし

たちがおぼえておきたいことは、十字架上
じゅうじかじょう

でのイエス・キリストの祈
いの

りの「彼
かれ

ら」の中
なか

に「私
わたし

」が

いるということです。イエス・キリストの祈
いの

りには、すべての罪人
つみびと

が含
ふく

まれています。 

イエス・キリストは山
やま

の上
うえ

での説教
せっきょう

の中
なか

で、「しかし、わたしは言
い

っておく。敵
てき

を愛
あい

し、自分
じぶん

を迫害
はくがい

する者
もの

のた

めに祈
いの

りなさい」（マタイ５
ご

： 4 4
よんじゅうよん

）。とおっしゃいました。 

イエス・キリストはそのご生涯
しょうがい

において、自分
じぶん

に悪口
わるぐち

を言
い

う者
もの

や攻撃
こうげき

してくる者
もの

に対
たい

して呪
のろ

いの言葉
ことば

を言
い

った

り、復讐
ふくしゅう

なさったりしたことはありませんでした。そのお姿
すがた

は、十字架上
じゅうじかじょう

においても全
まった

く変
か

わりませんでした。

イエス・キリストは罪
つみ

を徹底的
てっていてき

に憎
にく

まれ、罪人
つみびと

に対
たい

してあらわされた愛
あい

と憐
あわ

れみは人間
にんげん

の想像
そうぞう

以上
いじょう

のものでし

た。私
わたし

たちは、敵
てき

のために祈
いの

る者
もの

としての役割
やくわり

が与
あた

えられています。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：赦
ゆる

しの後
あと

に見
み

いだす休
やす

み 

「わたしはあなたたちがエジプトへ売
う

った 弟
おとうと

のヨセフです。しかし、今
いま

は、わたしをここへ売
う

ったことを悔
く

やん



だり、責
せ

め合
あ

ったりする必要
ひつよう

はありません。命
いのち

を救
すく

うために、神
かみ

がわたしをあなたたちより先
さき

にお遣
つか

わしになっ

たのです。・・・わたしをここへ遣
つか

わしたのは、あなたたちではなく、神
かみ

です」（創世記
そうせいき

4 5
よんじゅうご

：４
よん

、５
ご

、8
はち

）。ヨセ

フは、自分
じぶん

を奴隷
どれい

に売
う

ったことで罪
つみ

の重荷
おもに

に苦
くる

しんできたお兄
にい

さんたちの胸
むね

の内
うち

を知
し

って、愛
あい

に満
み

ちた言葉
ことば

をかけ

ました。 

お兄
にい

さんたちについて、ホワイト夫人
ふじん

は『人類
じんるい

のあけぼの』上巻
じょうかん

、p.259（にひゃくごじゅうきゅうぺーじ）に

「十人
じゅうにん

の兄弟
きょうだい

たちは、もうひとつ身
み

を低
ひく

くしてなすべきことがあった。彼
かれ

らは、長年
ながねん

父
ちち

の生涯
しょうがい

を苦
くる

しめ、ま

た、彼
かれ

ら自身
じしん

の生活
せいかつ

を悲惨
ひさん

なものにした欺瞞
ぎまん

と残酷
ざんこく

な行為
こうい

とを父
ちち

に告白
こくはく

した。」と書
か

いておられます。 

ヤコブの死後
し ご

、ヨセフは自分
じぶん

たちを恨
うら

み、仕返
しかえ

しをしてくるのではないかと恐
おそ

れたお兄
にい

さんたちに対
たい

して、次
つぎ

のよ

うに言
い

いました。「あなたがたはわたしに悪
あく

をたくらみましたが、神
かみ

はそれを善
ぜん

に変
か

え、多
おお

くの民
たみ

の命
いのち

を救
すく

うため

に、今日
きょう

のようにしてくださったのです」（創世記
そうせいき

5 0
ごじゅう

：2 0
にじゅう

）。 

神様
かみさま

の助
たす

けを通
とお

して、ヨセフはお兄
にい

さんたちの罪
つみ

を赦
ゆる

し、お兄
にい

さんたちは長年
ながねん

苦
くる

しめてきた父親
ちちおや

に自分
じぶん

たちの

罪
つみ

を告白
こくはく

し、ヤコブの家庭
かてい

に真
しん

の休
やす

みが与
あた

えられました。また、崩壊
ほうかい

していた家族
かぞく

の関係
かんけい

が回復
かいふく

し、家族
かぞく

は神様
かみさま

による癒
いや

しを経験
けいけん

しました。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

ホワイト夫人
ふじん

は、『人類
じんるい

のあけぼの』上巻
じょうかん

、p.271（にひゃくななじゅういちぺーじ）に「ヨセフの生涯
しょうがい

はキリ

ストの生涯
しょうがい

を代表
だいひょう

している。」と書
か

いておられます。ヨセフの生涯
しょうがい

とキリストの生涯
しょうがい

のどの点
てん

が共通
きょうつう

してい

るのかを学
まな

んでみましょう。 


